
再評価結果（平成２０年度事業継続箇所）

担 当 課：道路局国道・防災課
担当課長名：下保 修

事業名 事業 事業 国土交通省
一般国道１５５号 豊田南バイパス 区分 一般国道 主体 中部地方整備局

とよたみなみ

起終点 延長
自：愛知県豊田市駒場町 至：愛知県豊田市逢妻町 １２．９km

と よ た こ ま ば と よ た あいづま

事業概要
一般国道１５５号は愛知県常滑市を起点とし、名古屋市周辺に散在する内陸工業都市を連結し、愛知県

弥富市に至る延長約１６０ｋｍの環状幹線道路です。このうち、豊田市を通過する現道は中心市街地を通
や と み

過するため、交通混雑が多発しています。一般国道１５５号豊田南バイパスは、中心市街地を迂回する道
路であり、交通の円滑化、物流の効率化、地域経済の発展・促進、地域内外の交流・連携を目的として事
業を推進しています。
S４８年度事業化 S３９年度 都市計画決定 S５０年度 用地着手 S５８年度 工事着手

S４７年度 都市計画決定
全体事業費 ７９０億円 事業進捗率 ４８％ 供用済延長 ８．１km
計画交通量 ４７，９００台／日
費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 (残事業)/(事業全体) 総便益 (残事業)/(事業全体) 基準年
分析結果 (事業全体) ２．３ 275/976 億円 993/2,283億円 平成１９年

(残事業) ３．６ 事 業 費：239/863 億円 走行時間短縮便益: 963/2,240億円
維持管理費： 36/113 億円 走行費用減少便益: 20/31 億円

交通事故減少便益: 10/12 億円
事業の効果等
・円滑なモビリティの確保（幹線道路の交通混雑緩和）
・物流効率化の支援（衣浦港のアクセス強化） 他 ６項目に該当
関係する地方公共団体等の意見
衣浦豊田道路建設推進協議会（会長：刈谷市長）より早期整備要望
事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等
・豊田市の人口増加・豊田市の工業の発展・衣浦港の発展・豊田市の道路混雑
事業の進捗状況、残事業の内容等
・事業進捗率は４８％、用地取得率は７８％（平成１９年度末見込み）。
事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等
・平成２０年代前半に（主）豊田安城線～１５３号豊田西バイパス区間供用予定。
・平成２０年代後半に１５３号豊田西バイパス～国道１５５号（現道）区間供用予定。
施設の構造や工法の変更等
・現道供用部におけるアンダーボックス先行施工の採用、仮設構造物の本体利用の採用により、コスト縮
減を図ることとしている。今後は、工期短縮による事業効果の早期発現を目指し事業を推進する。

・代替案として考えられる現道の国道１５５号の拡幅は、住居連担地区であり計画の変更は困難。
対応方針 事業継続
対応方針決定の理由

以上の状況を勘案すれば、当初からの事業の必要性、重要性は変わらないものと考えられる。
事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。
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渋滞ポイント
４十塚町 交差点

渋滞ポイント
（ ）挙母町交差点 平日 
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(K=1.72)

渋滞ポイント
１ （ ）土橋町 交差点 平日 
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渋滞ポイント
（ ）曙町交差点 平日 

整備供用済区間　L＝ 8.1km


